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「 子 ど も ミ ー テ ィ ン グ 」 の 提 言 に  対 す る 処 理 方 針　　等

平成２４年度　子どもミーティング

番号 提　言　内　容 関係部局 対　　応

1

【桜島ビジターセンターについて】
　シアタールームのビデオは、桜島を見学する上でとても参考
になるので、桜島を訪れる人にはこれを見てから見学・観光
するように勧める。

企画財政局
経済局

　シアタールームのビデオについては、これまで以上に広報に努めま
す。
　また、今後の桜島・錦江湾ジオパーク認定に向けた取組の中でも、意
見を参考にしながら検討を進めます。

2

【桜島ビジターセンターについて】
　桜島のマスコットキャラクターを新しくつくるか、「さくらじま
ん」を活用して、子ども向けにアニメ調のビデオを作製する。
また、キャラクターをサイトやグッズの作製にも活用する。

企画財政局
経済局

　桜島ビジターセンターの展示施設等の維持管理を行うほか、「さくらじ
まん」を管理する県に対し、「さくらじまん」の活用について要望します。
　また、今後の桜島・錦江湾ジオパーク認定に向けた取組の中でも、意
見を参考にしながら検討を進めます。

3

【桜島ビジターセンターについて】
　展示スペースで、音声による説明が聞けるようにする。

企画財政局
経済局

　シアタールームでは200インチの大型スクリーンで生きた桜島の魅力
を紹介しており、ビデオコーナーでは桜島の情報ビデオを閲覧いただ
けますので、これらをご活用いただきたいと思います。
　また、今後の桜島・錦江湾ジオパーク認定に向けた取組の中でも、意
見を参考にしながら検討を進めます。

4

【桜島ビジターセンターについて】
　桜島の灰を展示して、灰に触れるようにする。 企画財政局

経済局

　展示施設等の維持管理を行っている県に対し、桜島の灰の展示を要
望します。
　また、今後の桜島・錦江湾ジオパーク認定に向けた取組の中でも、意
見を参考にしながら検討を進めます。

5

【大正溶岩原・桜島溶岩なぎさ遊歩道等について】
　降灰がひどく戸外の案内板が役に立たないので、屋根のあ
る四阿（あずまや）を活用して、ここに案内板や音声ガイドを
設置する。

経済局

　戸外の案内板については、清掃に努めます。また、四阿の活用につ
いては、今後研究したいと思います。

6

【大正溶岩原・桜島溶岩なぎさ遊歩道等について】
　桜島溶岩なぎさ公園にある足湯に、鉱泉の説明や、火山と
温泉の関係を説明した案内板を設置する。 経済局

　鉱泉の説明については、案内板を設置していますが、今後も市民や
観光客の皆さんに理解を深めていただけるよう、工夫したいと思いま
す。

7

【湯之平展望所について】
　展望所のベランダに、記念写真の撮影スポットをつくる。

経済局

　湯之平展望所の２階ベランダ部分については、全方向が撮影に適し
ています。お気に入りの方向を見つけて、撮影をしてください。
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8

【湯之平展望所について】
　窓の上部を利用するなどして、建物の内側にも、窓から見え
る景色についての説明書きを設置する。 経済局

　説明書きについては、床面をご覧ください。窓から見える景色を存分
にお楽しみいただきたいと思います。

9

【桜島全般について】
　ガイドの説明で見学のポイントが分かったので、専門ガイド
付きの島巡りなどが行われるように準備する。 企画財政局

経済局

　現在、鹿児島観光コンベンション協会において、ボランティアガイドに
よるまち歩きを実施しているほか、NPO法人桜島ミュージアムによる専
門の火山ガイドが同行するツアーが実施されています。
　今後の桜島・錦江湾ジオパーク認定に向けた取組の中でも、意見を
参考にしながら検討を進めていきたいと思います。

10

【桜島全般について】
　中学校で火山について学習する際に、桜島で火山を学ぶ
「ジオ遠足」を行うようにする。 教育委員会

　桜島は、火山について学べる「生きた教材」です。校長会等で「ジオ
遠足」について紹介したいと考えています。

11

【桜島全般について】
　いろいろな案内板に英語・中国語・韓国語の訳が付いてい
たが、スペースのあるところにはどんどん入れて、外国人がた
くさん訪れるようにする。

経済局

　観光案内板の4か国語化については、外国の皆さんにより多く利用し
ていただけるように、表記を充実するよう検討していきます。

12

【桜島全般について】
　溶岩や火山灰を使った商品の開発に努める。

経済局

　「かごしまの新特産品コンクール」において、今年度、桜島大正噴火１
００周年を記念した火山の恵み賞を設けました。溶岩や火山灰など火
山の恵みを活かした商品が多数出品されました。

13

【市民はつらつプラン】
　５月と１０月に市民運動会を開催し、自分の好きな種目、得
意な種目にエントリーして競技を行う。

教育委員会

　現在、市民運動会は開催していませんが、7月から8月の間に、市内
各地で32の競技毎に市民体育大会を開催しており、約12,000人の市民
の皆さんが参加されています。
　今後も、「市民1人、1芸、1学習、1スポーツ」を広め、気軽にスポーツ
を楽しめる環境づくりに努めます。

2/6



「 子 ど も ミ ー テ ィ ン グ 」 の 提 言 に  対 す る 処 理 方 針　　等

平成２４年度　子どもミーティング

番号 提　言　内　容 関係部局 対　　応

14

【市民はつらつプラン】
　季節ごとに市内を一周する市民マラソンを開催する。

教育委員会

　市内一周のコースとなりますと交通をストップする必要があるため、
道路管理者や警察との協議、付近住民及び公共交通機関等のご理解
とご協力が必要です。
　また、ランナーや沿道の観戦者等の安全確保などの課題もあります
ので、これらの課題解決も必要と考えています。

15

【市民はつらつプラン】
　年齢層ごとに距離を決め、トライアスロンを行う。

教育委員会

　市民マラソンの開催と同様に、トライアスロンを開催するためには、交
通をストップする必要があるため、道路管理者や警察との協議、付近
住民及び公共交通機関等のご理解とご協力が必要です。
　また、ランナーや沿道の観戦者等の安全確保などの課題もあります
ので、これらの課題解決も必要と考えています。

16

【市民はつらつプラン】
　スポーツのことを少しでも知ってもらうために、筆記試験と実
技試験を行うスポーツ検定を学校で行う。

教育委員会

　現在、各学校では、体力・運動能力調査を実施し、自分の体力・運動
能力について理解し、その結果を家庭での運動や部活動の中で生か
すように取り組んでいます。また、県教育委員会が小学生に対して
「チャレンジかごしま」を実施し、様々な運動に取り組んだ結果をホーム
ページ上にランキングを公開し、運動に対する意欲を喚起し、積極的に
運動に取り組むようにしているところです。このような運動を周知する
取組を、今後も続けていきたいと考えています。

17

【Enjoyスポーツプラン】
　中央公園などに球技などができる場所を作って、道具の貸
し出しを行い、スポーツを推進する。 建設局

　中央公園は、現在の形態に整備する以前は、ソフトボールやテニス
等ができるようにしていましたが、平成５年度に、スポーツをする人に
限らずまちなかを訪れるすべての人が憩い、安らげる空間にするため
にリニューアルした経緯がありますので、今のところ、スポーツ推進の
場として整備することは難しいと考えています。

18

【Enjoyスポーツプラン】
　かごしま健康の森公園や鴨池公園水泳プールなどで運動を
した際に、１時間につき１ポイントを付与し、１５０ポイント貯
まったら、５００円の図書券を贈呈する。 建設局

教育委員会

　運動する市民という対象範囲の決定や、体育施設・公園施設の利用
時間を計測する具体的な方法など、個人単位の利用状況を管理する
ことが困難であることから、実施は難しいと考えられますが、貯筋運動
など個人の運動の目安となる情報提供などの参考とさせていただきま
す。
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19

【健康若返りプラン】
　体を動かせる６０歳以上の元気な人は運動をするという条
例をつくる。

健康福祉局
教育委員会

　条例により運動を義務付けることは難しいと考えますが、65歳以上の
虚弱な高齢者（元気づくり高齢者）に対して、介護予防のために、「はつ
らつ元気づくり教室」への参加を促し、生活機能の向上を図っていま
す。
　また、市民の健康づくり計画である「かごしま市民健康５５プラン」を策
定し、身体活動・運動に関する取組として、1日平均歩数の増加、運動
習慣者の増加などの目標を設定するとともに、取り組みやすい健康づ
くり情報の普及・啓発に努めるなど、高齢化に伴う身体機能の低下の
予防や、社会参画・生きがいづくりにつながる高齢者の健康づくりを推
進しています。
　その他、運動プランの情報提供などを工夫していきたいと思います。

20

【健康若返りプラン】
　いろいろな種目のプロ選手を招いて、スポーツ教室を開催
する。 教育委員会

　現在、市主催事業で、著名なスポーツ選手を招いたスポーツ講演会
を開催しているほか、スポーツ選手を招へいし、競技力向上のため指
導教室を行っています。ご提言も踏まえ、このような取組を今後も続け
ていきたいと考えています。

21

【健康若返りプラン】
　地域ごとにラジオ体操を行い、一番輝いていた人を表彰す
る。

教育委員会

　現在、各地域では、夏休みを中心に大人、子どもが一緒になってラジ
オ体操を実施しています。ラジオ体操を通して、お互いにふれあいを深
め、健康づくりに努めています。健康づくりの意欲を高めるには、表彰
することもひとつの方策と考え、社会体育優良団体や功労者表彰の制
度があり、校区単位での表彰が望ましいのではないかと考えていま
す。

22

【もりももりもりプラン】
　鹿児島をスポーツで有名なまちにするために、スポーツ施
設を増やす。 教育委員会

　現在、郡山地域に体育館の建設を計画していますが、施設数だけで
他都市と差別化を図ることは難しいことから、スポーツ大会や合宿誘致
などソフト事業でもスポーツの普及促進を図っていきたいと考えていま
す。
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23

【もりももりもりプラン】
　ニュースポーツを新しくつくり、観光資源にする。

教育委員会

　勝敗にこだわらずレクリエーションの一つとして気軽に楽しむことを目
的としたニュースポーツを、市民の皆さんに気軽に楽しんでいただける
よう、市内の各体育館で用具の無料貸出しを行っています。新しいス
ポーツをつくり、観光資源として活用するのも大事だと思いますが、今
あるスポーツをより有効に活用して、市民の皆さんの健康づくりにつな
げていくことも重要だと考えます。

24

【電力供給について考える～どうする？電力供給】
　環境を破壊しかねない大規模な発電施設に頼ることがなく
なるよう、排水等を利用したマイクロ水力発電を普及させ、家
庭レベルでの発電が行われるようにする。

環境局

　家庭の排水等を利用したマイクロ水力発電については、現在普及し
ている太陽光発電と比較すると、発電出力や設置費用に課題がありま
すので、今後の技術開発の行方を見守りながら、研究していきたいと
考えています。

25

【活用しよう自然のPOWER】
　環境未来館に設置されているような地下水を利用した床冷
暖房を、学校や他の公共施設にも設置する。

教育委員会

　環境未来館に設置されている床冷暖房は地下水をそのまま利用して
おり、靴を脱いだ時に効果を感じるもので、学校の教室などの上履きを
使用している部屋では、不向きであると思われます。（また、この床冷
暖房のみではエアコンのように快適な環境を作ることは難しいです。)
　現在、学校においては、降灰対策として普通教室への冷房設置を年
次的に進めておりますので、貴重なご提言として承ります。

26

【活用しよう自然のPOWER】
　学校の体育館の屋根に太陽光発電を設置し、校舎の屋上
は緑化を行う。

教育委員会

　現在、学校への太陽光発電装置の設置については、校舎又は屋内
運動場の屋上に設置しています。今後も設置可能な全ての小中高等
学校へ設置していきたいと考えています。
　また、屋上緑化については、２３年度までに３校に整備しました。設置
にあたりましては、維持管理の問題などもあることから、学校の要望等
も考慮しながら、整備していきたいと考えています。
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27

【活用しよう自然のPOWER】
　緑あふれる街中にするとともに、歩道の歩行者側と自転車
側の区別がわかりやすくなるよう、歩行者側の緑化を行う。

建設局

　歩道における歩行者と自転車の区分については、市道パース通線や
平田橋武線などで舗装面のカラー化による区分を行っており、今後も
中心市街地などの幅の広い歩道においては、歩道内でのわかりやす
い区分について検討していきたいと考えています。
　歩道の緑化については、芝生の養生など維持管理や安全性の面か
ら、実現は難しいと考えています。

28

【世界はつながっていることを教えてくれた環境未来館をもっ
とつなげよう】
　環境未来館の展示をもっと多くの人に見てもらうため、既存
の公民館などを利用して、環境未来館の支店を建設する。 環境局

　新たに環境未来館の類似の展示を公民館等に設置することは、ス
ペースの問題や予算的なこともあり、難しいと考えています。また、展
示の大部分は、常設のものであり、移動展示についても難しいと考え
ていますが、地域の勉強会などへの出前事業や広報誌等で未来館の
ことを紹介し、来館につなげていきたいと考えています。

29

【世界はつながっていることを教えてくれた環境未来館をもっ
とつなげよう】
　リユース･リサイクルショップのポイント制をたくさんの人に利
用してもらうため、鹿児島市に住んでいる人や市内の学校に
通っている人以外の人も、ポイント制を利用できるようにす
る。その場合、市民の不満を減らせるよう、鹿児島市民に付
与するポイントを他の地域の人の2倍にする制度を導入する。

環境局

　地球環境問題は地球規模のものであり、リユース・リサイクルショップ
の仕組み・意義を多くの人に利用・理解してもらうのは大変有意義なこ
とです。
　ただ、このポイント制度を市内に住む人や通っている方に限定してい
るのは、一度きりではなく継続して同ショップを利用してほしいからで
す。
　市外に住む人は、お住まいの町で工夫してリユースを実行していただ
くことで、リユースの環が広がるものと考えています。
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